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図－１ ＧＰＳの使用頻度 

現場業務のＯＡ化についての一考察 

 
Ｎｏ．４ 佐藤  大  

 
はじめに 

 国有林野事業は『事務改善・ＯＡ化５ヵ年計画』に基づき、事務処理の効率化に取り

組んでいるが、今後、職員数の減少により、限られた人員で更に効率的な事業運営を推

進していくことが必要である。このような中で、平成 15 年度からは現場業務にＧＰＳを

導入したが、現場におけるＧＰＳの活用状況は低く、現場からはＧＰＳ機器の性能に関

する意見・要望が多数挙げられている。このことから、既に導入されている国有林ＧＩ

Ｓの情報資産を有効活用する観点も含めて、現場業務を更に効率的に実行できるＯＡ機

器を検討し、現場業務への導入効果について考察を行なった。 

 
第１ 研究方法 

 １ 国有林野事業の現状 

 国有林野事業は、森林吸収量の報

告・検証体制の強化や基本図・森林

調査簿等を使用する業務のＩＴ化へ

の支援のため、全国の森林管理署等

にＧＰＳ、国有林ＧＩＳを整備した。 

しかしながら、平成 19 年度の専攻

科課題研究において、全国の森林管

理署を対象に行なったアンケート結

果(図－１)によると、国有林の現場

におけるＧＰＳの活用状況は年に数

回以下の回答が 68％と低い状況にある。さらに、ＧＰＳ機器の性能に関して、「森

林内における測位精度が低い」や「地図情報が取り込め、現在地が分かるようにな

ると便利」という性能の向上に関する意見・要望が挙げられている(中島、2007)。 

   また、国有林ＧＩＳの導入により電子データ化された基本図などの情報資産は、

現行のＧＰＳでは活用できないことから、今後、これらの情報資産を現場業務にお

いても有効に活用していくことが重要である。 

 

 ２ 研究の手順 

   国有林の現状を踏まえ、かつ現場業務を効率化できる最適なＯＡ機器を検討する

ため、次の事項について調査し、研究を行なった。 

(１) 基本図の表示が可能な機器の活用事例の把握 

    本研究で調査対象とするＯＡ機器を明らかにするため、基本図が表示可能な機

器の活用事例を文献及び企業への聞き取り調査により把握した。 

 

出展：平成 19 年度森林総合研修所研究報告 
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(２) ＯＡ機器別の機能、導入コスト調査 

   調査対象としたＯＡ機器について、①現場で活用できる機能の有無、②導入に

かかるコストを明らかにするため、各機器の取り扱い企業ホームページ及び聞き

取りによる調査を実施し、現行のＧＰＳも含めて比較分析を行なった。 

 (３) 具体的活用方法及び作業工程の比較検討 
    上記(２)から、現場業務で活用する最適なＯＡ機器を絞り込み、具体的活用方

法を検討するとともに、従来の作業工程と比較検討することでメリットの分析を

行なった。 
 
第２ 調査結果 

 １ 基本図を表示する活用事例の把握 

(１)  携帯情報端末（ＰＤＡ等）を活用する方法 
携帯情報端末とは、情報を持ち歩き、モバイルコンピューティングを実現する

ための端末である。民間企業では、幅広い分野で様々な活用がされている。広義

では、モバイルノートＰＣやハンドヘルドＰＣ、ＰＤＡ、スマートフォンなどが

携帯情報端末にあたる。 
    林野庁の委託事業『森林吸収源インベントリ情報整備事業』の現地調査におい

て、林業科学術振興所がＰＤＡと高感度チップを採用したＧＰＳレシーバ(以下、

高感度ＧＰＳ)を活用していたことから、活用方法について聞き取り調査を実施し

た。 
調査の結果、ＰＤＡは国

有林ＧＩＳで下図として使

用している基本図データを

画面上に表示できることが

分かった。 
また、図－２で示したよ

うに携帯情報端末の中でバ

ランスの良い機器特性を有

していることから、本研究

では調査対象とする携帯情

報端末をＰＤＡとすること

とした。 
(２) ＤＧＰＳを活用する方法 

ＤＧＰＳとは、相対測位方式による補正処理を行なうことで高精度の測位が可

能となるＧＰＳ端末のことである。 
    この活用方法は、平成 17 年度の業務研究発表において、国有林ＧＩＳで使用し

ている基本図のデータ形式を変換することにより、画面上で表示でき、コンパス

測量に替わる測量機器としての活用方法が発表されている(樽谷ら、2005)。国有

林において、既に一部の森林管理局が独自に採用していることから、ＤＧＰＳに

ついてもＰＤＡと同様に調査することとした。 

図－２ 携帯情報端末の機器特性 

出展：企業向けＩＴ製品情報サイト キーマンズネット 



 - 33 - 

２ ＯＡ機器別の機能調査結果 
上記(１)･(２)で把握した活用事例から現行のＧＰＳ、ＰＤＡ及びＤＧＰＳを対象

として調査した結果は、次のとおりである。 

(１) 測位精度の良否 

測位精度の良否は、うっ閉した森林内での測位精度の良否を判断するため、林

野庁が平成 18 年度に実施した森林資源調査データ解析事業で行なったうっ閉し

た森林内での歩行軌跡試験を参考とした。歩行軌跡試験の結果(図－３)から、高

感度ＧＰＳやＤＧＰＳは森林内においても十分測位可能な機種であることが分か

った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(２) 基本図の表示の可否 

    各機器で基本図を画面上に表示するためには、ＰＣ上の操作が必要となる。 
    ＰＤＡは地図を切り出すＰＣ用のソフトウェアを利用、ＤＧＰＳは国有林ＧＩ

Ｓを利用することにより、基本図データを各機器で読み込むことのできる形式へ

変換できることが分かった。 

 復路 

 往路 

 真値 

ＰＤＡの軌跡図 現行のＧＰＳの軌跡図 

ＤＧＰＳの軌跡図 

出展：平成１８年度森林資源調査データ解析事業報告書 

図－３ 歩行軌跡試験の機器別軌跡図 
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(３) エクセルの活用の可否 

    現行のＧＰＳは位置情報を取得・活用するＧＰＳ機器としての活用しかできな

い。各機器の取り扱い企業ホームページより技術仕様を調査した結果、ＤＧＰＳ

の一部の機種及びＰＤＡは、windows mobile をＯＳとして採用しているため、エ

クセルなどのソフトウェアも使用可能であることが分かった。 

 (４) 防水性の良否 

    各機器の取り扱い企業ホームページより技術仕様を調査した結果、現行のＧＰ

ＳやＤＧＰＳは防水性を兼ね備えているが、ＰＤＡは防水性が弱く、故障の原因

となる可能性あることが分かった。 

 (５) 耐衝撃性の良否 

    各機器の取り扱い企業ホームページより技術仕様を調査した結果、現行のＧＰ

ＳやＤＧＰＳは耐衝撃性を兼ね備えているが、ＰＤＡは衝撃に弱く故障の原因と

なる可能性があることが分かった。 

 (６) 国有林ＧＩＳとのデータ連携の可否 

    現在、国有林ＧＩＳとのデータの連携は、現行のＧＰＳのみ可能となっている。 

林野庁経営企画課へ聞き取り調査を実施した結果、国有林ＧＩＳのバージョン

アップにより、今後、ＰＤＡやＤＧＰＳについてもデータ連携を可能とする予定

であることが分かった。 

 

   以上の調査結果を表－１にまとめた。 

   これによれば、ＤＧＰＳは、各機能とも高機能であり、現場で活用するために必

要な機能を全て満たしている機器であると考えられる。 

   また、ＰＤＡは防水性・衝撃性に弱いという弱点はあるが、防水ケースで弱点を

補完することで、十分現場で活用することが可能な機器であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－１ 機器別の機能比較表 

※測位精度は、メーカー発表値 

※△は機種により活用可能となるもの及び対策を講じることで可能となるもの 
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３ ＯＡ機器別の導入コスト調査結果 
ＯＡ機器別の導入コストは、表－２のとおりである。 
価格は、現行のＧＰＳが最も安く、ＰＤＡ、ＤＧＰＳの順に高くなることが分か

った。 
基本図の表示が可能な２機種を比較した場合、ＤＧＰＳの導入コストを 100 とし

て計算すると、ＰＤＡの導入コストは、使用する機種により増減はあるもののＤＧ

ＰＳの約 1/3 で導入できる機器であることが明らかになった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ＤＧＰＳを 100 として算出 

 

第３ 考察 

１ 最適なＯＡ機器の選定 
表－１、２の調査・分析の結果から、ＰＤＡとＤＧＰＳは、基本図の表示やエク

セルの活用が可能であり、また、森林内でも測位精度が安定し、国有林ＧＩＳとの

データ連携が可能であるなどの機能を有していることが明らかになった。また、Ｐ

ＤＡは、価格が比較的安価であることが明らかになったことから、総合的に見ると

ＰＤＡが現場業務で活用する機器としてバランスの良い機種であると考えられた。 
このことから、ＰＤＡについて具体的な活用方法を検討すると共に、従来の方法

と作業工程を比較することにより、ＰＤＡ活用のメリットを考察した。 
 

 ２ ＰＤＡの業務への活用方法 
(１)活用方法の分類 

   ＰＤＡは、前述したように、基本図の表示だけではなく、エクセルの活用も可能

であることから、下記の３つに大別して具体的な活用方法を検討した。 
  ア ナビゲーションソフトを活用する方法 
  イ エクセルを活用する方法 
  ウ 両ソフトを併用する方法 

表－２ 機器別の導入コスト比較表 
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 (２)具体的活用方法の検討 

  ア ナビゲーションソフトを活用する方法 
    現場の森林官は、概ね３年で異動となる。後任の森林官は、まず管内を把握し、

事業を実行することになるが、土地勘がないため、林道の入口が分からないとい

うことも多い。 
    ＰＤＡのナビゲーションソフトで道路が記載されている地図を読み込むことで、

土地勘のない地域でも林道の入口を把握することが可能となる（写真－１）。 
また、国有林内においては、基本図を読み込み、ナビゲーション機能を利用す

ることで現場を熟知していない人でも事業予定地を把握することが可能となる

（写真－２）。 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
  イ エクセルを活用する方法 
    国有林野事業は、国有林ＧＩＳの導入に際し、森林調査簿や伐採造林計画簿等

の帳簿類についても電子データ化している。 
    ＰＤＡへこれらの電子データをコピーし、現場へ携行することで森林調査簿の

面積や ha 蓄積といったデータを現場で参照することが可能となる(写真－３)。 

また、現地の状況と調査簿データに相違がある場合、現地で状況に合ったデー

タに修正することが可能となり、管理経営計画や施業実施計画を樹立する際の基

本資料とすることができる(写真－４) 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－１ 道路地図の表示例 写真－２ 基本図の表示例 

写真－３ 森林調査簿表示例 写真－４ 森林調査簿修正例 

出展：国土地理院 基盤情報地図 

農研機構(基盤地図情報切り取りサイト) 

現在位置 
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  ウ 両ソフトを併用する方法 
    ナビゲーションソフトとエクセルを業務の中で併用する活用方法として、間伐

調査について検討した。間伐調査では、次の４つの作業で活用できると考えた。 
  (ア) 調査地までの移動 

 現行のＧＰＳでも、目的地までのナビゲーションに活用している。しかし、

ＰＤＡを利用することで、目的地の方向を把握するだけではなく、調査地ま

での地形を把握できることから、移動ルートが予測可能となる(写真－５)。 
      また、基本図の代わりに衛星写真等を読み込むことで、現地において上空

からの林分状況を確認することが可能となる(写真－６)。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(イ) 伐採区域の表示 
      ＰＤＡを活用することにより、基本図上の

現在位置を把握することが出来る。この機能

を活用することで林小班界を把握しながら

伐採区域を表示することが可能となる。また、

伐区設定時の軌跡を取得することで、利用間

伐区域や切り捨て間伐区域、調査除外地など

の山割りを行った際に、正確に図示すること

が可能になる（写真－７）。 

 
   (ウ) 路網の設定 

      第２－２－(１)の測位精度の良否で述べ

たように、ＰＤＡは森林内においても十分歩

行軌跡を取得することができる。間伐調査の

搬出路の設定調査時に歩行軌跡を取得する

ことで、調査対象区域に対して路網が十分に

設定できているかを確認することが可能と

なる（写真－８）。 
 

写真－５ ナビゲーション使用例 写真－６ 衛星写真表示例 

写真－７ 伐区設定時の軌跡例 

写真－８ 路網設定時の軌跡例 

目的地 

予定線軌跡 

林道終点 

現在位置 

調査区域 
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   (エ) 野帳としての活用 

      材積計算システムは、ＰＣのエクセルをベースとしているものが多いこと

から、プログラムを修正することで、間伐調査の野帳として利用が可能であ

ると考えた。本研究では、北海道森林管理局の材積計算システムに修正を加

え、ＰＤＡ用の野帳入力システムを作成した(写真－９)。 
      作成したプログラムでは、はじめに、基礎情報として標準地面積・全体面

積を入力しておく。調査実行時には、野帳入力画面に生被区分、樹種コード、

胸高直径、樹高を入力していくことで、調査終了と同時に全体の本数と調査

材積を把握することが可能となる（写真－10）。 
      なお、文字の入力方法は、タッチペンで写真の画面下部の四角の中に数字

を手書き入力していく方法が最も入力しやすい方法であると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (３) その他の活用方法 

    本研究で検討した中で、第３－２－(２)ア～ウと類似の活用方法として次の

活用方法が考えられる。 
  ア ナビゲーションソフトを活用する方法 

(ア) 猛禽類等の希少野生動植物が確認された箇所の特定及び生息状況確認のた

めのナビゲーション。 

(イ) キクイムシ等の病虫害被害調査における、被害木の位置特定と防除のため

のナビゲーション。 

  イ エクセルを活用する方法 

   (ア) 貸付地等の現地実査における、復命様式類への調査結果の入力。 

   (イ) 請負事業の監督・検査における、監督日誌や検査野帳への監督・検査結果

の入力。 

  ウ ソフトを併用する方法 

(ア) 境界巡検・境界検測予備調査において、境界標付近までのナビゲーション

及び復命書のエクセルデータへ現況の入力。 

 
 

写真－９ 野帳システム画面 写真－10 調査終了時の画面例 
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   (イ) 森林踏査・マツクイ虫被害調査などの標準値調査における、標準地調査野

帳としての活用。 

   (ウ) 林道や崩壊地などの被害箇所の把握と報告様式への被害状況の入力。 
 
 ３ 作業工程の比較 
 (１) ナビゲーションソフトを活用する方法 
    従来、土地勘の無い森林官は、近隣の森林官等に案内してもらうことで管内把

握を行なうことが多いと考えられる。 
ＰＤＡを活用することで、管内把握は管内を熟知していない者でも実施できる

ことから、近隣の森林官との連絡調整を図る必要が無くなる(図－４)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (２) エクセルを活用する方法 
    従来は、地況・林況調査を実施する中で、紙の森林調査簿携行版や基本図に調

査結果を書き込み、森林事務所へ戻ってから調査結果を取りまとめて、復命書を

作成していた。 
ＰＤＡを活用することで、現場で森林調査簿のデータを書き換えることで修正

箇所の取りまとめについても現地で完結することができる(図－５)。 

 
 
 
 

図－４ 管内把握時の作業工程比較 

図－５ 地況・林況調査におけるデータ整理の作業工程比較 

省  略 

省  略 

省  略 
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 (３) 両ソフトを併用する方法 
    従来、間伐調査の作業工程のなかで、伐採区域の設定や路網の選定には、測位

できないなどの理由から現行のＧＰＳを活用することができなかった。しかし、

ＰＤＡを活用することで歩行軌跡の取得が可能となり、業務の効率化や調査精度

の向上が期待できる。 
    また、従来の間伐調査は、紙の野帳に記入したものを森林事務所で調査材積を

集計していたため、保安林の指定施業要件の制限を超えた場合は、日を改めて手

直し調査を行なう必要があった。ＰＤＡを調査野帳として活用することで、現地

において調査終了と同時に材積の把握が可能であるため、即座に手直し調査を実

行することができる。さらに、材積の計算もＰＣの材積計算システムへ野帳デー

タをコピーするのみなので、野帳入力を省略することも可能である。（図－６） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ４ ＰＤＡを活用することのメリット 
   作業工程の比較検討の結果から、ＰＤＡを活用することのメリットは次のとおり

である。 
 (１) ナビゲーションソフトを活用することのメリット 

  ア 管内把握をはじめとする熟知していない場所への移動の効率化 

  イ 調査地までの移動時間の短縮 

  ウ 伐採区域の表示や路網の選定など調査内容の精度向上 

 (２) エクセルを活用することのメリット 

  ア 帳簿類のペーパーレス化 
  イ 事務処理の効率化 

図－６ 間伐調査の作業工程比較 

省 
 

略 
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   以上の結果から、ＰＤＡでナビゲーションソフトやエクセルなどを上手に活用し、

国有林野事業の持つ情報資産を有効に活用することで、現場業務を更に効率化する

ことができるというメリットがあると言える。 
 
 ５ 今後の課題 
 (１) 故障時の対応 

    第２－２－(５)の耐衝撃性の良否で述べたように、ＰＤＡは衝撃に弱いという

弱点がある。現場でＰＤＡに衝撃が加わり、故障してしまった場合には、現在位

置が分からなくなるという危険性も考えられる。そのため、事前に予見できる危

険性に対する安全体制を整備する必要がある。 

 (２) 妨害波等による測位精度への影響 

    ＧＰＳは、沢部などでは地形により衛星電波が乱反射を起こし、また、高圧送

電線付近では電磁波が妨害波となり衛星電波に影響して測位精度が悪化してしま

うことが分かっている。国有林野においても、機器を活用する場所には、沢や高

圧送電線が通っている箇所が多く存在する。これらの衛星電波への影響を調査し、

現場において機器を使用する場合の留意点を明らかにしていく必要がある。 
 
まとめ 

 本研究において検討した結果、ＰＤＡはＤＧＰＳに比べて測位精度は劣るものの、比

較的安価で基本図の表示などＤＧＰＳと同様の機能を現場で活用することができ、幅広

い業務でメリットを得ることが出来る機器であることから、ＰＤＡの導入効果は十分得

られるものと考えられる。 
 以上のことから、今後、国有林野事業において、国有林ＧＩＳの電子データの有効活

用や現場業務の効率化を進めていくために、ＰＤＡなどの携帯情報端末を活用した現場

業務を推進していくことが有効である。 
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